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うつくしい森ときれいな川が流れる小さな村のはしに、ぽつんと家があります。

おだやかなしぜんのなか、その家にはおじいさんとおばあさんがくらしていました。



ある夏の日、つぶ太はおじいちゃんとおばあちゃんの家にあそびに来ていました。

つぶ太はおじいちゃんとおばあちゃんが大好き。

とくにおじいちゃんが話してくれるふしぎなお話が大好きです。 



ある夜、つぶ太はおじいちゃんといっしょに星空（ほしぞら）をみていました。

「つぶ太、お月さまをみてごらん」とおじいちゃんがやさしくいいました。 

つぶ太はお月さまをみあげると、おじいちゃんがしずかにはなしはじめました。 



「あそこには、『夜空の図書館』という

ふしぎな場所があるんだ」 

つぶ太は、おじいちゃんの話にむちゅ

うになりました。

「とくべつな月の夜にだけひらかれる

ひみつのとびらをとおると、その図書

館に行けるんだ」

 つぶ太はワクワクしながら、ひみつ

のとびらがどこにあるのかをたずねま

した。



おじいちゃんはしずかに立ち上がり、つぶ太をひみつのとびらがある なや へと

つれて行きました。

「このとびらをあけると、星がかがやく夜空の図書館が広がっているんだ」

 つぶ太はドキドキしながらとびらをあけました。



すると、そこには星がキラキラとかがやくうつくしい図書館が広がっていました。

「おじいちゃん、ここはすごいね！」

すると、図書館のおくからうさぎのような耳のひとがあるいてきました。



「ようこそ、夜空の図書館へ。わたしは、ここで "ししょ "をしているもち子とい

います。」　もち子はにっこりとわらいながら言いました。

「ここには、ふしぎな本がたくさんあります。きょうはどんな物語（ものがたり）

をおさがしですか？」



つぶ太はおじいちゃんのむかし話を

おもいだしながらこたえました。

「おじいちゃんが わかいときにした

ぼうけんの物語をよみたいです！」

もち子は ほほえみながら、本だなの

１さつをとりだしました。

「それでは、こちらの本をどうぞ。

おじいちゃんが わかいころにした、

すばらしいぼうけんの物語です。」



つぶ太とおじいちゃんがその本をひらくと、二人は本の中のせかいにひきこまれて

いきました。



二人は、川のほとりに立っていました。

川の水はにごり、ながれが よわくなっています。

「おじいちゃん、ここはどこ？」　つぶ太は、ふしぎそうにたずねました。

「ここは、わしが わかいころに きたことのある川だよ。」



つぶ太が川のようすを見ていると、とつぜん、川の方からカッパがあらわれ、ふた

り にむかってちかよってきました。つぶ太はカッパを見るのがはじめてなので、

とてもおどろきました。



おじいちゃんは、おやつとにもって

きていた キュウリ をカッパにあげ

ると、カッパはキュウリをそのばで

たべはじめました。

「ちょうどはらがへっていたところ

だったんだ。しんせんで、いいキュ

ウリだ。」

「わたしはカッパのミツハ。この川

の水がよごれて、水がすくなくなっ

てしまったのでしらべていたところ

だ。」



「どうだ？　いっしょにくるか？」

ミツハがいうと、つぶ太はうなずきました。

おじいちゃんとつぶ太はミツハといっしょに川をしらべることにしました。



川のほとりをあるいていると、

とつぜん、魚のせいれいが現れまし

た。

ミツハは せいれい たちととてもな

かよしです。

「ミツハ、ミツハ。わたしはこの川

にすむ魚のせいれいです。さいきん、

水がよごれてしまって、とてもこ

まっているのです。」



つぶ太は魚のせいれいにたずねまし

た。

「どうして水がよごれてしまった

の？」

魚のせいれいはかなしそうにこたえ

ました。

「人間たちが川にゴミをすてるせい

で、水がよごれてしまったのです。

水がきれいでないと、私たち魚は生

きていけません。」

「わかった。げんいんをしらべて か

いけつするよ。」

ミツハがそう言うと魚のせいれいは

川にもどっていきました。



そして、３人が川の上の方にむかっ

てあるいていると、こんどは、空か

ら鳥のせいれいがおりてきました。

「ミツハ、ミツハ。私もこまってい

ます。水がよごれてしまうと、わた

したち鳥も のみ水がなくなってしま

うのです。」



「わかった。げんいんをしらべて かいけつするよ。」

ミツハがそういうと鳥のせいれいは大空にもどっていきました。



さらに、３人が川のうえのほうにむ

かってあるいていると、川のふちの

木々から木のせいれいたちがあらわ

れました。

「ミツハ、ミツハ。わたしたちにも

水がひつようです。水が少なくなっ

てこまっているのです。水がないと

木々もかれてしまい、この森がダメ

になってしまいます。」



「わかった。げんいんをしらべて かいけつするよ。」

ミツハがそういうと木のせいれいたちは森にもどっていきました。



つぶ太はおどろいて言いました。

「水がこんなに たいせつ だなんてし

らなかったよ。どうしたら水をまも

れるの？」

ミツハはこたえました。

「まずはゴミをすてないことだ。そし

て、水をよごさないように、みんな

できょうりょくすることが たいせつ 

なんだ。」

おじいちゃんがいいました。

「水は人間だけのものではない。この

せかいに生きているみんなのものな

んだ。」



風のせいれいがどこからともなくあらわれ、ささやくようにいいました。

「みんなでちからをあわせて、水をまもりましょう。」



つぶ太はせいれいたちの話をきいて、水をまもる たいせつさをまなびました。

そして、ミツハと　いっしょに川のもんだいをかいけつするためにさらに川のうえ

のほうへむかいました。



さらにすすむと、川がゴミでせきとめられている ばしょ にたどりつきました。

カワウソたちが、たくさんのゴミをつみあげています。



つぶ太はカワウソにはなしかけまし

た。

「こんにちは、カワウソさん。どうし

てこんなことをしているの？」

カワウソはするどい目をしてこたえま

した。

「人間たちが川にゴミをすてるせいで、

水がよごれてしまったんだ。わたした

ちのすむばしょがどんどんわるくなっ

ている。だから、ゴミをつかって川を

せきとめて、人間たちにいかりをつた

えようとしているんだ。」



つぶ太はかなしそうに言いました。

「ごめんね、カワウソさん。ぼくた

ちは知らなかったんだ。」

ミツハもうなずきながらいいまし

た。「ゴミをすてることがどれだけ 

かんきょう にわるいかをしらない人

もおおい。でも、こうやって川をせ

きとめることはもっとわるいことに

なるかもしれない。」

カワウソはためいきをついていいま

した。「でも、どうしたら人間たち

に このくるしみをつたえられるのか

わからないんだ。」



おじいちゃんはやさしくほほえんでいいました。

「カワウソさん、人間たちに森や水の たいせつさをおしえよう。」

つぶ太もげんきよくいいました。

「そうだよ、みんなで川をきれいするほうほうをかんがえよう！」



森の いきもの や せいれい たちもあつまってきました。そして、みんなでゴミをかた

ずけるほうほうをかんがえました。

「いいかんがえがある。」つぶ太がいいました。

人間たちにゴミそうじをさせるというのです。



こんや、森をながれる川のほとり

でイベントをかいさいします。

イベントでは、げんそうてきな

ショーがおこなわれ、森でとれた

山菜（さんさい）やキノコのりょ

うりがふるまわれます。

さんかりょうは無料（むりょう）

です。

ただし、家にあるいちばん 大きな

袋（ふくろ）をもってきてください。

「このゴミのことを人間にしってもらわ

ないといけないとおもう。」

つぶ太がいいました。

みんなでつぶ太の話をききました。

つぶ太のかんがえをきにいった森の

いきもの や せいれいたちはさっそく

じゅんびにかかりました。

そして、たくさんのチラシを作り、

町のじゅうみんに森でイベントが

おこなわれることをしらせました。　

「きっと、うまくいく」

つぶ太はここのなかで ねがいました。

 森のゆかいな なかまたちより

 - おしらせ -



その日のゆうがた、たくさんの町の人々が大きな袋（ふくろ）をもってあつまって

きました。

町の人々はゴミの山をみておどろきました。

「これはいったい何だ？」とみんながこえをあげました。



そのとき、せいれいたちのこえがどこからともなくきこえました。

「これは、人間がすてたゴミです。森や川の水がよごれて、たくさんのいきもの

がこまっています。」



じぶんたちのおろかさに気がついた人間たちは、もってきていたふくろにゴミをい

れはじめました。ゴミそうじがはじまったのです。カワウソたちもてつだいました。

つぶ太とおじいちゃんもいっしょうけんめい ゴミひろいをしました。



あっというまにゴミはかたずき、森がきれいになると、川の水はもとのながれをとり

もどしました。

森のいきものもせいれいも人間たちもよろこびました。

もちろんつぶ太とおじいちゃんも。



もうすっかりあたりがくらくなっていました。

するととつぜん、空があかるくなり、森のせいれいたちが光りながら 空をまいは

じめました。



鳥たちが空をとびまわり、キノコやコケがひかっています。それはなんともいえな

いげんそうてきなせかいでした。

「こんなすばらしいものはみたことがない！」「まるでゆめの中にいるみたい！」

みんな、おどろき、よぞらのショーをたのしんでいます。



そして、森でとれた山菜（さんさい）やキノコの ごちそう もふるまわれました。

「こんなおいしいなんて しらなかった！」「森のごちそうね！」

みんな、おいしいりょうりに とてもよろこびました。



ショーがおわると、人間たちは大きなはくしゅをおくりました。

そして、ゴミいっぱいの袋をもって町へとかえっていきました。星の光やキノコ、

コケがかえりみちをてらしています。

森のいきものたちは、とてもよろこびました。



「さくせんせいこうだな。」ミツハはつぶ太にほほえみました。

あたりをやさしい風がつつむと、つぶ太とおじいちゃんは、夜空の図書館にもどっ

ていました。



つぶ太はもち子にぼうけんのほうこくをしました。

「とてもたいせつなことをまなんだようですね。」もち子はつぶ太を見てまんぞくげ

に うなずき、二人をあたたかくむかえました。



とびらをとおって家にもどると、おばあちゃんがにこやかにまっていました。

テーブルのうえにはキュウリのつけものとつめたい むぎちゃ がありました。



「あのあと どうなったの？」つぶ太はおじいちゃんにたずねました。

「あの人々のすむ町は、あれから水の町とよばれるようになったんだ。みんなが森

や川をたいせつにしたからだな。」

つぶ太はできごとをおばあちゃんにはなしながら、3人はたのしい夜をすごしまし

た。



水があたりまえのようにまわりにあるから、そのたいせつさに気づいていないのです。

水はこのせかいで、とても たいせつ なもの。



水がないとキュウリもそだたないし、

むぎちゃものめません。

人も動物（どうぶつ）も植物（しょ

くぶつ）も水がないといきていけな

いのです。

森や水をまもるためにはどうすれば

いい？



考えることが大切です。

さあ、考えてみましょう。

きっとなにかできる。
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